
39

相阿弥様式への一試論（今村采香）

相
阿
弥
様
式
へ
の
一
試
論

│
│
筆
様
よ
り
統
合
へ
│
│
│

今
　
村
　
采
　
香

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
：
①
相
阿
弥
　
②
様
式
　
③
筆
様
制
作
　
④
夏
珪
様
　
⑤
米
法
山
水
﹈

は
じ
め
に

　
室
町
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
相
阿
弥
（
？
〜
一
五
二
五
年
）
は
、
能
阿
弥
、
芸
阿
弥
の
あ
と
を
継
い
で
、
同
朋
と
し
て
足
利
将

軍
に
近
侍
し
、
唐
物
の
管
理
、
座
敷
飾
り
、
鑑
識
、
修
復
、
表
装
な
ど
を
担
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
美
術
」
の
価
値
体
系
の
形

成
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
加
え
て
、
連
歌
師）

1
（

で
あ
り
、
山
科
家
領
今
西
宮
の
代
官
職）

2
（

を
務
め
、
ま
た
三
条
西
実
隆
と
駿
河
の
今
川

氏
と
の
間
を
取
次
ぐ
な
ど）

3
（

、
公
家
や
大
名
と
の
接
触
と
交
流
を
通
じ
て
、
幅
広
く
活
躍
す
る
姿
が
文
献
上
に
現
れ
る）

4
（

。
画
師
と
し

て
も
、
景
徐
周
麟
に
「
国
工
相
阿
」
と
呼
ば
れ
る
な
ど
、
高
い
画
技
を
も
っ
て
い
た）

5
（

。
そ
の
様
式
を
具
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
、

阿
弥
派
の
実
態
や
室
町
水
墨
画
の
展
開
を
追
う
上
で
重
要
で
あ
る
が
、
作
品
に
も
と
づ
い
た
様
式
研
究
は
、
真
筆
が
少
な
い
こ
と

も
相
ま
っ
て
、
未
だ
途
上
に
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。



40

学習院大学人文科学論集 XXX（2021）

　
本
稿
で
は
、
相
阿
弥
真
筆
と
さ
れ
る
《
四
季
山
水
図
屛
風
》（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）（
以
下
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
）（
図
1
）、

《
瀟
湘
八
景
図
》（
大
徳
寺
大
仙
院
蔵
）（
以
下
、
大
仙
院
本
）（
図
2
）
を
中
心
に
、
関
連
作
品
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
相
阿
弥
の

様
式
が
、
い
わ
ゆ
る
「
筆
様
制
作
」
か
ら
次
の
段
階
へ
と
進
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

　
第
一
章
で
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
と
大
仙
院
本
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
整
理
し
、
第
二
章
で
は
、
同
一
の
画
風
に
属
す
と
見
な
さ
れ

て
き
た
両
本
を
、
そ
れ
ら
の
図
様
の
一
部
が
基
づ
く
と
さ
れ
る
牧
谿
と
玉
澗
の
作
品
を
交
え
て
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ

本
の
画
風
が
大
仙
院
本
の
画
風
よ
り
も
、
牧
谿
・
玉
澗
か
ら
離
れ
、
相
阿
弥
独
自
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

第
三
章
で
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
の
図
様
分
析
を
進
め
、
そ
こ
に
夏
珪
画
の
要
素
も
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
上
述
の
観

察
に
基
づ
い
て
、
第
四
章
で
は
、
相
阿
弥
は
、
能
阿
弥
の
牧
谿
様
、
芸
阿
弥
の
夏
珪
様
な
ど
を
再
構
成
し
て
自
己
の
様
式
と
し
た

こ
と
、
そ
こ
で
様
々
な
「
筆
様
」
を
吸
収
す
る
基
盤
と
な
っ
た
の
が
、
米
法
山
水
を
取
り
込
ん
だ
柔
ら
か
い
筆
墨
法
と
雲
烟
を
用

い
た
画
面
構
成
で
あ
り
、
そ
こ
に
あ
る
種
の
文
人
志
向
の
見
え
る
こ
と
を
論
じ
る
。

一
．
先
行
研
究

　『
本
朝
画
史
』（
一
六
七
八
年
開
版）

6
（

）
に
お
い
て
、
狩
野
永
納
は
、
相
阿
弥
を
「
所
畫
專
慕
牧
溪
、
師
周
文
爲
墨
戯
、
則
筆
力
稍

健
、
然
平
淡
趣
高
」
と
記
述
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
伝
世
し
た
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る
と
こ
ろ
も
大
き
く
、
明
治
以
降
の
研

究
に
お
い
て
も
意
識
さ
れ
続
け
た
。
笹
川
臨
風
氏
は
、『
本
朝
画
史
』
の
記
述
を
汲
み
な
が
ら
、
牧
谿
、
玉
澗
を
源
流
に
も
つ
秀

潤
温
雅
な
画
体
を
相
阿
弥
様
式
と
し）

7
（

、
蓮
實
重
康
氏
は
、
宋
元
風
を
自
己
の
も
の
と
し
て
消
化
し
、
模
倣
の
域
か
ら
離
脱
し
た
の

が
相
阿
弥
様
式
の
特
徴
と
す
る）

8
（

。
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し
か
し
、
戦
後
に
な
っ
て
相
阿
弥
に
よ
る
楷
体
の
《
観
瀑
図
》
が
見
い
だ
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
様
式
に
つ
い
て
の
語
り

口
は
変
化
す
る
。
松
下
隆
章
氏
は
、
相
阿
弥
の
中
心
的
な
画
体
は
北
画
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
牧
谿
様
、
玉
澗
様
、
高
然
暉

様
な
ど
の
南
画
的
山
水
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
指
摘
す
る）

9
（

。
金
沢
弘
氏
は
、
中
国
画
風
を
日
本
好
み
に
ま
と
め
た
こ
と
が
相
阿
弥

の
功
績
で
あ
り
、
特
徴
的
な
「
滝
」
や
「
雲
煙
」
は
、
楷
体
、
草
体
両
様
の
橋
渡
し
を
す
る
媒
体
で
あ
る
同
時
に
、
水
墨
画
の
日

本
化
と
い
う
命
題
を
解
決
す
る
素
材
で
あ
っ
た
と
述
べ
る）

10
（

。《
観
瀑
図
》
の
存
在
に
よ
り
、
相
阿
弥
は
柔
ら
か
な
筆
遣
い
の
み
な

ら
ず
、
線
を
強
調
す
る
硬
い
筆
遣
い
も
有
す
る
こ
と
が
共
通
理
解
と
な
り
、
そ
れ
は
、
水
墨
の
日
本
化
へ
の
問
題
提
起
を
含
む
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
な
か
で
相
阿
弥
画
の
様
式
に
つ
い
て
、
源
豊
宗
氏
は
、
披
麻
峻
、
土
坡
に
沿
っ
て
配
置
さ
れ
る
小
石
塊
、
米

点
技
法
を
特
徴
と
し
て
挙
げ）

11
（

、
太
田
孝
彦
氏
は
、
大
仙
院
本
と
岳
翁
蔵
丘
の
作
品
比
較
か
ら
、
相
阿
弥
は
墨
色
の
も
つ
朦
朧
性
を

も
っ
て
感
性
的
な
自
然
把
握
を
実
現
し
た
と
す
る）

12
（

。

　
次
に
、
本
稿
で
中
心
的
に
扱
う
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
と
大
仙
院
本
に
つ
い
て
、
基
礎
デ
ー
タ
と
と
も
に
先
行
研
究
を
確
認
し
て
お
く
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
は
、
六
曲
一
双
の
屛
風
で
、
紙
本
墨
画
、
各
隻
縦
一
七
三
・
五
㎝
×
横
三
七
一
・
〇
㎝
で
あ
る
。
両
隻
の
印
章
は
異

な
る
が
（
図
3
））

13
（

、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
の
作
品
状
態
は
、
ほ
ぼ
原
状
を
と
ど
め
る
が
、
墨
の
か
す
れ
が
目

立
つ）

14
（

。
両
隻
の
間
で
紙
質
や
筆
墨
法
に
違
い
は
無
く
、
相
阿
弥
真
筆
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
制
作
年
代
は
、
画
風
の
類
似
か
ら
大

仙
院
本
の
前
後
と
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
の
主
題
に
つ
い
て
は
、
山
水
の
な
か
に
、
一
部
が
欠
け
る
が
瀟
湘
八
景
を
散
り
ば
め
た
も
の
で
、
四
季
の
描
写
を
併

せ
持
つ
と
さ
れ）

15
（

、
大
西
廣
氏
は
、
さ
ら
に
豊
か
な
読
み
解
き
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る）

16
（

。
描
法
は
、
右
隻
第
二
扇
目
の
山
容
表

現
に
高
彦
敬
風
を
用
い
た
米
点
描
法
が
見
ら
れ）

17
（

、
金
沢
弘
氏
は
、
阿
弥
派
の
特
徴
と
さ
れ
る
柔
軟
な
南
画
的
作
品
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
る）

18
（

一
方
で
、
松
下
隆
章
氏
は
南
画
的
な
中
に
も
北
画
的
筆
致
を
認
め
た）

19
（

。
図
様
の
面
で
は
、
塚
原
晃
氏
が
、
芸
阿
弥
が
夏
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図 1─1

図 2─1

図 3─1 右隻図 3─2 左隻
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図 2─2

図 4

図 1─2
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珪
の
国
本
を
も
と
に
描
い
た
と
す
る
屛
風
の
景
物
と
共
通
点
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る）

20
（

。

　
大
仙
院
本
は
、
大
徳
寺
塔
頭
大
仙
院
の
方
丈
室
中
に
描
か
れ
た
紙
本
墨
画
の
襖
絵
で
、
東
側
に
四
面
、
北
側
に
十
二
面
、
西
側

に
四
面
の
合
わ
せ
て
二
十
面
が
掛
幅
に
改
装
さ
れ
て
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
構
図
に
つ
い
て
は
、
武
田
恒
夫
氏

に
よ
っ
て
水
景
が
画
面
に
可
視
的
水
平
性
と
安
定
性
を
も
た
ら
す
と
の
指
摘
が
あ
り）

21
（

、
源
豊
宗
氏
は
、
描
法
に
つ
い
て
米
点
や
点

苔
、
披
麻
皴
に
注
目
す
る）

22
（

。
な
お
、
太
田
孝
彦
氏
が
、
北
面
の
構
図
が
東
西
面
と
異
な
り
、
補
筆
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
北
面

全
体
は
後
補
で
あ
る
と
主
張
す
る）

23
（

一
方
で
、
小
川
裕
充
氏
は
、
中
国
の
陰
陽
五
行
説
に
基
づ
く
四
方
四
季
の
空
間
を
作
る
と
き
、

北
面
は
起
点
と
終
点
に
あ
た
る
の
で
、
東
西
面
と
は
構
成
意
図
が
異
な
り
、
そ
の
差
が
構
図
に
も
反
映
し
て
い
る
と
す
る）

24
（

。
様
式

の
面
で
は
、
亀
井
若
菜
氏
に
よ
り
、
牧
谿
や
玉
澗
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
画
風
を
参
照
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

25
（

。
蓮
實
氏
、

太
田
氏
、
亀
井
氏
は
、
相
阿
弥
が
中
国
絵
画
の
模
倣
か
ら
距
離
を
お
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
本
稿
も
そ
の
上

に
立
っ
て
、
よ
り
詳
細
な
分
析
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
．
牧
谿
や
玉
澗
と
の
距
離

　
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
と
大
仙
院
本
は
、
山
容
や
樹
木
の
多
く
が
筆
線
を
感
じ
さ
せ
な
い
面
的
な
描
法
に
よ
り
、
広
々
と
し
た
水
面
と
調
和

し
て
全
体
の
景
観
を
作
り
上
げ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
基
本
的
に
共
通
の
画
風
に
よ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
牧
谿
や
玉
澗
の
作

品
と
の
図
様
比
較
を
行
う
と
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
は
大
仙
院
本
よ
り
も
、
牧
谿
や
玉
澗
の
図
様
か
ら
離
れ
て
ゆ
く
様
子
が
看
取
さ
れ
る
。

そ
の
様
相
を
観
察
す
る
た
め
、
大
仙
院
本
が
牧
谿
や
玉
澗
か
ら
引
用
し
た
と
さ
れ
る
特
徴
的
な
図
様）

26
（

と
、
そ
れ
ら
に
近
い
Ｍ
Ｅ
Ｔ

本
の
部
分
を
抽
出
し
て
比
較
し
て
み
よ
う
。
比
較
例
と
し
て
は
、
牧
谿
筆
《
遠
浦
帰
帆
図
》（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）（
図
4
）、
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牧
谿
筆
《
漁
村
夕
照
図
》（
根
津
美
術
館
蔵
）（
図
5
）、
玉
澗
筆
《
山
市
晴
嵐
図
》（
出
光
美
術
館
蔵
）（
図
6
）
を
取
り
上
げ
る
。

　
大
仙
院
本
の
東
側
第
一
面
に
見
ら
れ
る
、
漁
村
に
右
上
方
か
ら
注
ぐ
柔
ら
か
な
夕
陽
が
、
牧
谿
筆
《
漁
村
夕
照
》
を
意
識
し
て

い
る
こ
と
は
常
に
強
調
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
明
ら
か
な
引
用
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
様
相
を
示

す
の
が
、
た
と
え
ば
《
遠
浦
帰
帆
図
》
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
牧
谿
画
で
は
、
帆
に
風
を
は
ら
む
二
艘
の
船
が
画
面
右
上
か
ら
左

下
へ
と
進
み
（
図
7
─1
）、
そ
の
到
着
先
と
思
わ
れ
る
岸
辺
に
二
人
の
人
物
が
坐
し
て
待
ち
受
け
、
そ
の
左
に
は
風
を
受
け
て
激

し
く
枝
葉
の
靡
く
樹
木
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
家
が
描
か
れ
る
（
図
7
─2
）。
大
仙
院
本
で
は
、
東
側
第
二
面
の
右
上
に
《
遠
浦

帰
帆
図
》
に
似
た
帆
船
が
二
艘
描
か
れ
（
図
8
─1
）、
左
端
か
ら
出
る
土
坡
に
二
人
の
人
物
が
坐
し
て
（
図
8
─2
）、
こ
れ
に
続

く
第
三
面
の
土
坡
に
は
《
遠
浦
帰
帆
図
》
を
思
わ
せ
る
強
い
風
に
し
な
る
樹
叢
が
あ
り
、
や
は
り
家
の
屋
根
が
見
え
る
（
図
8
─

3
）。
し
な
る
樹
木
の
形
状
な
ど
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
は
い
る
が
、
モ
チ
ー
フ
の
描
法
や
配
置
に
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
直

接
的
な
引
用
と
見
な
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
類
似
す
る
も
の
を
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
に
捜
し
て
み
る
と
、
右
隻
第
四
扇
下
部
の
土
坡
の
先
端
に
、
二
人
の
人
物
が
坐
し
て
お
り

（
図
9
─1
）、
そ
の
視
線
の
先
に
二
艘
の
舟
が
左
へ
遠
ざ
か
る
（
図
9
─2
）。
左
の
舟
の
描
法
は
《
遠
浦
帰
帆
図
》
に
近
い
が
、

荷
物
を
積
載
し
、
右
の
舟
は
《
漁
村
夕
照
図
》
な
ど
に
見
え
る
か
た
ち
で
あ
り
、
人
物
の
坐
す
岸
辺
に
も
二
艘
描
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
に
は
強
い
風
の
表
現
は
な
く
、
近
景
に
描
か
れ
る
点
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
牧
谿
か
ら
の
引
用
と
い
う
よ

り
は
、
原
典
の
取
込
と
再
構
成
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
気
づ
か
な
い
よ
う
に
潜
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
感
覚

は
玉
澗
の
《
山
市
晴
嵐
図
》
に
も
看
取
さ
れ
る
。

　
大
仙
院
本
の
東
側
第
四
面
右
端
の
中
景
に
は
、
烟
霞
に
潜
む
よ
う
に
酒
旗
の
立
つ
家
を
含
む
山
市
が
描
か
れ
、
そ
の
下
に
山
市

へ
と
山
を
の
ぼ
る
向
か
う
二
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
10
）。
杖
を
つ
く
姿
か
ら
も
、
こ
れ
が
《
山
市
晴
嵐
図
》
の
中
央
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図 5

図 6

図 7─1図 7─2

図 8─1図 8─2
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図 8─3

図 9─2 図 9─1

図 10

図 11─1図 11─2
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で
、
山
市
へ
向
か
う
人
物
の
引
用
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
付
言
す
れ
ば
、
第
三
面
の
左
端
に
天
秤
棒
を
担
い
で
山
道
を

の
ぼ
る
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
《
山
市
晴
嵐
図
》
の
画
面
右
に
描
か
れ
た
人
物
の
ア
レ
ン
ジ
と
見
ら
れ
る
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
で
は
、
酒
旗
の
立
つ
家
は
、
右
隻
第
四
扇
中
央
の
樹
叢
の
な
か
に
見
え
る
が
、
人
物
は
そ
の
前
を
背
を
向
け
て
通
り

す
ぎ
て
い
る
（
図
11
─1
）。
歩
く
二
人
の
人
物
は
、
左
隻
第
一
扇
の
中
央
に
見
え
、
そ
の
先
の
右
隻
第
六
扇
に
は
、
樹
叢
の
向
こ

う
に
烟
霞
に
包
ま
れ
た
集
落
が
見
え
る
（
図
11
─2
）。
こ
れ
も
《
山
市
晴
嵐
図
》
を
思
わ
せ
る
が
、
人
物
の
描
法
は
大
仙
院
本
と

は
異
な
っ
て
竿
を
肩
に
担
い
で
い
る
。
集
落
か
ら
右
へ
目
を
移
す
と
、
第
五
扇
の
中
央
に
、
や
は
り
集
落
へ
と
向
か
う
天
秤
棒
を

担
う
人
物
が
描
か
れ
て
い
て
《
山
市
晴
嵐
図
》
を
思
わ
せ
る
。
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
で
は
、
玉
澗
も
姿
を
変
え
て
か
ら
再
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
牧
谿
・
玉
間
の
作
品
と
大
仙
院
本
・
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
を
比
較
す
る
と
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
牧
谿
・
玉
澗
を
意
識
し
た

上
で
祖
述
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
は
、
細
部
描
写
に
お
い
て
は
、
大
仙
院
本
よ
り
も
さ
ら
に
図
様
・
構
成
に
改
変
が
加

え
ら
れ
、
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
相
阿
弥
は
、
牧
谿
や
玉
澗
の
特
徴
的
な
図
様
を
捉
え
な
が
ら
、
細
部
を
ず
ら

す
、
省
略
す
る
な
ど
の
改
変
を
加
え
て
再
構
成
し
、
意
図
的
に
変
容
さ
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
目
で
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
を

見
渡
す
と
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
統
一
感
の
あ
る
な
か
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
画
風
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
様
子
が
浮
か
び
上
が

る
。

　
試
み
に
山
容
と
樹
木
の
パ
タ
ー
ン
を
み
て
み
よ
う
。
図
12
─1
、
図
12
─2
の
①
〜
⑤
は
山
の
、
図
13
─1
、
図
13
─2
の
①
〜
⑧

は
、
樹
木
の
タ
イ
プ
分
類
番
号
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
別
個
の
記
号
で
あ
る
。
な
お
、
図
13
─3
か
ら
図
13
─8
は
分
類
し

た
樹
木
の
拡
大
図
の
う
ち
、
本
稿
と
関
わ
る
分
類
番
号
を
と
り
あ
げ
た
。
詳
細
に
見
れ
ば
さ
ら
な
る
分
類
が
必
要
だ
が
、
こ
の
範

囲
で
も
描
法
の
多
様
性
を
確
認
で
き
る
。

　
図
12
の
山
は
、
①
没
骨
風
の
遠
山
、
②
米
法
に
よ
る
山
（
仮
に
米
点
山
と
呼
ぶ
。
米
点
に
は
幹
が
描
か
れ
た
米
点
樹
も
散
見
さ
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れ
る
）、
③
淡
墨
の
没
骨
で
描
か
れ
一
部
に
披
麻
皴
の
痕
跡
が
み
え
る
も
の
、
④
一
部
が
丸
く
え
ぐ
れ
た
懸
崖
、
⑤
他
の
山
容
と
比

較
す
る
と
線
を
強
調
し
た
峻
険
な
山
が
あ
る
。
③
と
④
と
は
描
法
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
形
態
が
大
き
く
異
な
る
の
で
別
種
と
し
た
。

　
図
13
の
樹
木
は
、
①
筆
跡
が
な
く
柔
ら
か
な
葉
を
持
つ
無
根
樹
、
②
点
を
細
か
く
打
っ
た
葉
の
無
根
樹
、
③
米
点
樹）

27
（

、
④
縦
に

線
を
数
多
引
い
た
葉
を
持
つ
樹
、
⑤ 

②
と
④
を
併
せ
持
つ
樹
叢
、
⑥
細
い
幹
を
持
つ
樹）

28
（

、
⑦
線
描
と
没
骨
風
幹
を
持
つ
屈
曲
し

た
枯
木
、
⑧ 
⑦
の
後
ろ
に
茂
る
鬱
蒼
と
し
た
叢
草
が
あ
る
。

　
全
体
の
構
成
を
見
る
と
、
画
面
上
部
に
は
横
に
山
が
並
び
、
下
部
に
は
土
坡
が
並
ぶ
の
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
両
者
の
間
に

大
き
な
空
間
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
水
面
も
左
右
に
広
が
っ
て
お
り
、
雲
烟
が
山
の
間
に
漂
っ
て
、
奧
へ
抜
け
て
ゆ
く
空
間
の

感
覚
は
強
く
な
い
。
そ
し
て
、
画
面
の
上
下
に
余
白
を
つ
く
る）

29
（

こ
と
で
浮
遊
感
を
感
じ
さ
せ
、
左
右
か
ら
伸
び
る
土
坡
と
山
々
に

よ
っ
て
水
面
が
囲
い
込
ま
れ
て
お
り
、
大
西
廣
氏
も
指
摘
す
る）

30
（

よ
う
に
円
環
す
る
構
図
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
構
成
は
、
左
右

の
端
に
大
き
く
近
景
を
描
い
て
中
央
を
遠
景
と
す
る
、
山
水
図
屛
風
の
定
型
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
上
段
の
山
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
形
や
描
法
そ
し
て
置
か
れ
る
樹
木
と
の
組
合
せ
を
変
え
て
い
る
。
右
か
ら
見
て
ゆ
け
ば
、
右
隻
で
は
一
扇
に
あ
る
没
骨

風
の
①
の
山
に
①
の
樹
木
、
②
の
米
点
山
と
③
の
米
点
樹
、
四
・
五
扇
に
あ
る
①
の
山
に
③
の
樹
木
、
③
の
披
麻
皴
の
残
る
山
に

③
の
樹
木
、
左
隻
で
は
、
④
の
懸
崖
の
あ
る
山
に
①
の
樹
木
、
再
び
①
の
山
に
③
の
樹
木
、
そ
し
て
⑤
の
雪
山
と
な
る
。

　
図
示
は
省
略
し
た
が
、
手
前
の
土
坡
も
同
様
で
、
右
隻
右
の
橋
の
架
か
る
土
坡
と
、
そ
の
左
の
土
坡
で
は
披
麻
皴
を
横
に
刷
く

描
法
は
共
通
す
る
も
の
の
、
岩
の
形
を
変
え
、
右
隻
左
端
の
土
坡
で
は
没
骨
で
描
き
、
左
隻
右
端
で
は
岩
の
形
を
変
え
、
特
徴
的

な
か
た
ち
の
細
い
砂
嘴
が
左
へ
出
て
、
こ
れ
も
特
徴
的
な
⑦
の
樹
木
の
生
え
る
丸
み
を
帯
び
た
土
坡
が
あ
り
、
最
後
に
右
隻
右
端

と
同
様
の
描
法
の
土
坡
に
、
数
種
の
樹
木
を
置
い
て
左
端
を
締
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
各
部
は
さ
ま
ざ
ま
に
表
情
を
変
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
右
隻
左
端
の
山
と
、
左
隻
右
端
の
山
の
描
法
に
ほ
と
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図 12─1

図 13─1

図 13─3─①（樹木拡大図）図 13─4─②図 13─5─③
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図 12─2

図 13─2

図 13─6─③図 13─7─③図 13─8─⑦
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ん
ど
違
い
は
な
い
が
、
形
と
生
え
る
樹
木
を
変
え
る
こ
と
で
、
表
情
に
変
化
を
付
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
双
を
並
べ
た
と
き

に
、
離
合
山
水
を
思
わ
せ
る
も
の
と
な
る
。

　
モ
チ
ー
フ
は
、
山
・
土
坡
・
樹
木
・
水
面
・
家
・
舟
・
人
と
、
山
水
画
に
基
本
的
な
も
の
だ
け
で
、
特
に
強
調
さ
れ
る
部
分
は

な
く
、
柔
ら
か
な
筆
墨
で
全
体
に
統
一
感
を
与
え
て
い
る
な
か
に
、
相
阿
弥
は
様
々
な
変
化
を
つ
け
る
。
さ
ら
に
、
牧
谿
や
玉
澗

に
由
来
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
ア
レ
ン
ジ
の
上
に
再
配
置
す
る
。
こ
の
よ
う
な
目
で
再
び
画
面
を
見
る
と
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
に
は
従
来
指
摘

さ
れ
て
い
る
以
上
に
「
夏
珪
の
か
た
ち
」
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。「
筆
様
制
作
」
か
ら
次
の
段
階
へ
進
む
相
阿
弥

の
制
作
態
度
を
考
え
る
上
で
も
重
要
に
思
わ
れ
る
た
め
、
次
章
で
は
改
め
て
「
筆
様
制
作
」
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ

本
に
取
り
込
ま
れ
た
「
夏
珪
の
か
た
ち
」
を
抽
出
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

三
．
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
の
な
か
の
夏
珪

　
室
町
時
代
に
は
、
宋
元
名
家
の
画
人
達
の
図
様
と
画
法
に
倣
っ
て
作
品
を
制
作
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
筆
様
制
作
」
が
画
家
た
ち

に
求
め
ら
れ
た）

31
（

。「
筆
様
」
に
名
の
挙
が
る
画
家
は
、
牧
谿
、
夏
珪
、
馬
遠
、
孫
君
沢
、
玉
澗
、
梁
楷
、
李
龍
眠
な
ど
十
人
前
後

で
）
32
（

、
画
家
、
ジ
ャ
ン
ル
、
描
法
が
結
び
つ
く
傾
向
が
あ
っ
た
。
ま
た
書
に
お
け
る
楷
・
行
・
草
に
通
じ
る
要
素
が
あ
り
、
楷
体
で

は
、
夏
珪
様
の
山
水
、
馬
遠
様
の
山
水
人
物
、
孫
君
沢
の
楼
閣
山
水
、
行
体
の
山
水
や
花
鳥
・
走
獣
画
で
は
牧
谿
、
草
体
の
山
水

画
は
玉
澗
と
い
う
よ
う
な
、
画
風
・
様
式
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
図
式
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た）

33
（

。
島
尾
新
氏
や
相
澤
正
彦
氏
は

そ
の
形
成
を
主
導
し
た
の
は
、
同
朋
の
能
阿
弥
、
芸
阿
弥
、
相
阿
弥
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
お
り）

34
（

、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
諸
氏

の
論
考
が
あ
る）

35
（

。
特
に
将
軍
家
周
辺
の
絵
画
制
作
に
お
い
て
は
、
画
家
、
ジ
ャ
ン
ル
、
描
法
の
選
定
に
効
力
を
持
っ
た
こ
と
が
明



53

相阿弥様式への一試論（今村采香）

ら
か
に
さ
れ
て
い
る）

36
（

。
筆
様
の
中
で
も
、
特
に
夏
珪
様
は
、
足
利
将
軍
家
の
権
力
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て）

37
（

、
室
町
時
代
中
期
以

降
の
水
墨
山
水
画
制
作
の
大
き
な
規
範
と
な
っ
た）

38
（

。

　
室
町
時
代
の
文
献
上
で
「
夏
珪
様
」
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
例
は
、
伝
小
栗
宗
湛
・
宗
継
筆
《
旧
養
徳
院
襖
絵
》（
一
四

九
〇
年
制
作
）
の
内
の
障
子
六
枚
（『
蔭
涼
軒
日
録
』）、
一
枝
希
維
筆
《
山
水
図
巻
》（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
の
袁
応
驤
の
跋
文
、

芸
阿
弥
が
「
夏
珪
の
国
本
」
を
典
拠
と
し
て
制
作
し
た
「
四
季
山
水
図
屛
風
」（『
屛
風
画
記
』）
な
ど
で
あ
る
。
夏
珪
様
の
源
流

と
な
っ
た
夏
珪
画
と
し
て
は
、
将
軍
家
が
所
持
し
て
い
た
山
水
図
巻
と
瀟
湘
八
景
図
の
二
件
が
、『
御
物
御
絵
目
録
』
と
『
室
町

殿
行
幸
御
飾
記
』
か
ら
確
認
で
き
る
が
、
ど
ち
ら
も
現
存
し
な
い
。
室
町
時
代
に
宋
元
画
と
見
做
さ
れ
て
い
た
作
品
に
は
明
代
の

作
品
が
混
入
し
て
お
り）

39
（

、
夏
珪
画
の
認
識
に
も
混
乱
が
あ
っ
た
が）

40
（

、
日
本
で
醸
成
さ
れ
た
夏
珪
様
の
実
態
は
、
復
元
的
な
考
察
を

通
し
て
、
縦
幅
の
瀟
湘
八
景
図
と
山
水
画
巻
の
双
方
と
も
に
、
数
種
類
の
図
様
が
類
推
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
そ
の
な
か
で
、
芸
阿
弥
は
「
夏
珪
の
国
本
」
を
屛
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
ま
た
《
観
瀑
図
》（
根
津
美
術
館
蔵
）
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
独
自
の
「
夏
珪
様
」
を
作
り
上
げ
た
。
相
阿
弥
に
よ
る
楷
体
の
観
瀑
図）

41
（

も
こ
れ
を
受
け
継
い
で
お
り
、
塚
原
晃
氏
の
論
の
他
、

伝
夏
珪
筆
《
山
水
図
》（
畠
山
記
念
美
術
館
蔵
）
お
よ
び
伝
夏
珪
筆
《
渓
山
清
遠
図
巻
》（
台
北
故
宮
博
物
館
蔵
）
に
特
徴
的
な
橋

上
の
楼
閣
と
橋
の
部
分
を
切
り
詰
め
て
、
左
右
の
土
坡
と
樹
木
、
酒
家
を
近
接
さ
せ
た
図
様
の
パ
タ
ー
ン
が
相
阿
弥
に
継
承
さ
れ

た
）
42
（

こ
と
や
、
伝
相
阿
弥
筆
《
四
季
山
水
図
屛
風
》（
妙
心
寺
蔵
）
が
、
夏
珪
の
瀟
湘
八
景
図
の
図
様
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
で
あ
る
雪

景
山
水
図
を
継
承
す
る
と
の
指
摘
が
あ
る）

43
（

。

（
一
）
水
上
住
宅
と
柳

　
ま
ず
、
日
本
に
伝
来
し
た
こ
と
が
ほ
ぼ
明
ら
か
な
《
江
城
図
》（
下
條
家
旧
蔵
）（
図
14
）
と
の
比
較
に
よ
り
、
画
巻
か
ら
の
取
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り
込
み
の
パ
タ
ー
ン
を
見
て
お
こ
う
。

　
ひ
と
つ
は
、
左
隻
第
五
扇
中
央
の
水
辺
の
家
並
（
図
15
─1
）
で
あ
る
。
建
物
の
全
体
が
描
か
れ
る
二
軒
に
は
、
床
下
に
柱
列

が
描
か
れ
、
い
わ
ゆ
る
水
上
住
宅
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。《
江
城
図
》
の
中
央
右
に
描
か
れ
た
入
江
の
水
辺
に
建
つ
二
軒
（
図

16
─1
）
に
も
、
床
下
に
柱
が
描
か
れ
、
そ
の
奧
に
屋
根
の
妻
を
見
せ
る
家
が
あ
り
、
左
に
竹
叢
が
あ
る
と
こ
ろ
や
、
さ
ら
に
手

前
の
水
中
へ
伸
び
る
土
坡
を
含
め
た
構
図
も
共
通
す
る
。
こ
の
よ
う
な
水
上
住
宅
は
、《
渓
山
清
遠
図
巻
》（
國
立
故
宮
博
物
院

蔵
）
の
末
尾
に
も
描
か
れ
、
夏
珪
の
画
巻
の
象
徴
的
な
モ
チ
ー
フ
の
ひ
と
つ
と
い
っ
て
い
い
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
右
隻
第
五
・
六

扇
に
ま
た
が
る
図
13
─1
の
④
に
あ
た
る
樹
木
の
描
写
（
図
15
─2
）
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の
《
江
城
図
》
の
家
並
み
の
左
に
描
か
れ

る
柳
（
図
16
─2
）
と
比
較
す
る
と
、
大
き
な
幹
が
右
端
で
は
傾
き
、
小
さ
な
三
本
を
挟
ん
で
左
で
は
ほ
ぼ
垂
直
に
立
つ
と
こ
ろ
、

ま
た
枝
振
り
や
縦
線
の
反
復
に
よ
る
葉
の
描
法
な
ど
が
共
通
す
る
。
こ
の
描
法
の
独
立
し
た
樹
木
は
右
隻
五
・
六
扇
の
み
に
描
か

れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
意
味
を
内
含
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
以
上
の
比
較
か
ら
④
の
樹
木
が
柳
で
あ
り
、
夏
珪
由
来
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
一
方
で
、
筆
墨
法
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
幹
や
枝
は
没
骨
で
、
葉
は
単
純
化
さ
れ
た
細
線
で
描

い
て
い
る
。
相
阿
弥
は
、
夏
珪
の
モ
チ
ー
フ
を
引
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
自
ら
の
筆
墨
法
に
吸
収
し
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
水
面
に
小
さ
な
砂
嘴
が
出
て
白
抜
き
の
道
が
あ
り
、
砂
嘴
の
根
本
近
く
に
闊
葉
樹
が
生
え
、
テ
ー
ブ
ル
状
の
岩
が
添
え

ら
れ
る
図
様
は
、《
山
水
図
》（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）（
図
17
）
の
よ
う
な
小
画
面
に
も
、
伝
小
栗
宗
湛
《
山
水
図
巻
》（
九
州

国
立
博
物
館
蔵
）（
図
18
）
の
よ
う
な
画
巻
に
も
、
様
々
な
パ
タ
ー
ン
で
現
れ
る
。
左
隻
第
一
・
二
扇
の
中
景
（
図
19
）
に
描
か

れ
た
砂
嘴
の
根
元
に
は
、
図
13
─2
の
⑤
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
闊
葉
樹
と
柳
が
描
か
れ
、
目
立
た
な
い
が
手
前
に
テ
ー
ブ
ル
状

の
岩
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
夏
珪
画
か
ら
取
り
込
ま
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
筆
墨
法
は
相
阿
弥
の
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
直
接
的
な
引
用
・
類
似
と
い
う
よ
り
は
自
己
の
画
風
に
よ
る
ア
レ
ン
ジ
で
あ
り
、
一
見
し
て
判
別
し
づ
ら
い
も
の
も
含
ま
れ
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図 14

図 16─1図 16─2 樹反転

図 15─1図 15─2
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図 17図 18

図 19

図 20図 21



57

相阿弥様式への一試論（今村采香）

て
い
る
。
次
節
で
は
、
そ
の
一
例
を
見
て
み
よ
う
。

（
三
）
遠
寺
晩
鐘
図
の
山
容

　
現
存
し
な
い
夏
珪
の
瀟
湘
八
景
図
の
復
元
は
、
庄
司
淳
一
氏
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
タ
ン
リ
ー
・
ベ
ー
カ
ー
氏
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・

バ
ー
ン
・
ハ
ー
ト
氏
、
畑
靖
紀
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
八
景
の
う
ち
山
市
晴
嵐
、
江
天
暮
雪
、
煙
寺
晩
鐘
の
図
様
と
一
致

す
る
作
品
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ）

44
（

、
日
本
に
は
、
李
唐
の
様
式
を
ひ
く
同
種
の
作
品
が
夏
珪
画
と
し
て
将
来
さ
れ
た
と
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
作
者
不
詳
《
晩
景
図
》（
上
海
博
物
館
蔵
）（
図
20
）
の
図
様
が
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
右
隻
一
・
二
扇
に

取
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
図
21
）。

　
画
面
上
部
か
ら
見
て
ゆ
く
と
、
ど
ち
ら
も
、
内
側
へ
反
る
よ
う
に
な
だ
ら
か
な
カ
ー
ブ
を
描
く
稜
線
の
山
が
あ
り
、
樹
木
の
葉

は
、
細
い
線
を
横
に
幾
重
に
も
重
ね
て
い
る
。
そ
の
左
に
は
、
丸
い
頂
点
を
持
つ
淡
墨
の
遠
山
が
二
つ
連
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

《
晩
景
図
》
の
中
景
の
建
物
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
で
は
山
の
上
に
あ
り
、
上
に
一
棟
、
左
へ
一
棟
、
さ
ら
に
下
へ
と
連
な
る
と
こ
ろ
も

共
通
す
る）

45
（

。
中
景
で
は
、
ド
ー
ム
状
の
山
容
の
構
成
が
類
似
し
て
お
り
、
細
か
な
点
で
は
、
最
も
奥
の
山
の
右
の
稜
線
に
、
ど
ち

ら
に
も
道
と
欄
干
（
図
22
）
が
描
か
れ
て
い
る
。

　《
晩
景
図
》
は
、
相
阿
弥
が
参
照
し
た
作
品
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
直
接
の
引
用
で
も
な
い
の
で
、
異
な
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

《
晩
景
図
》
に
特
徴
的
な
中
景
右
端
の
滝
や
近
景
、《
晩
景
図
》
の
右
へ
飛
び
出
る
よ
う
な
山
も
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
に
は
な
く
、
樹
木
の
種

類
も
《
晩
景
図
》
で
は
三
種
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
で
は
二
種
で
あ
る
。
し
か
し
空
間
構
成
に
は
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
改
め
て
右
隻

一
・
二
扇
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
の
部
分
で
は
前
景
の
土
坡
か
ら
上
へ
山
が
二
段
に
積
み
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
左
上
に
米
法

に
よ
る
山
が
あ
る
と
い
う
、
画
面
上
部
に
山
が
並
列
す
る
な
か
で
特
殊
な
構
成
を
成
し
て
お
り
、「
夏
珪
」
を
右
へ
と
の
ぼ
り
、
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図 22─1 MET 本図 22─2 晩景図

図 24

図 23
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左
へ
転
じ
る
と
「
二
米
」
に
至
る
と
い
う
構
成
に
な
る
。
さ
ら
に
連
想
を
進
め
れ
ば
、
左
下
の
大
き
な
土
坡
（
図
23
）
に
は
、
輪

郭
に
沿
う
よ
う
に
披
麻
皴
が
引
か
れ
て
お
り
、
雪
舟
の
《
倣
高
克
恭
山
水
図
巻
》（
山
口
県
立
美
術
館
蔵
）（
図
24
）
の
手
前
の
土

坡
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
画
面
上
部
の
米
法
に
よ
る
山
は
、
こ
の
土
坡
と
も
呼
応
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
こ
ま
で
、
相
阿
弥
が
、「
牧
谿
」「
玉
澗
」「
夏
珪
」「
米
芾
・
米
友
仁
」
か
ら
取
り
込
ん
だ
も
の
を
見
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
こ

れ
で
描
か
れ
た
も
の
全
て
が
説
明
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
他
の
部
分
に
も
何
か
が
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
雪

山
に
も
「
夏
珪
」
を
見
る
こ
と
や
、
あ
る
い
は
左
隻
第
五
・
六
扇
の
丸
み
を
帯
び
た
枯
木
（
図
13
─8
─⑦
）
と
土
坡
に
梁
楷
そ
し

て
范
寛
の
影
を
見
る
こ
と
も
可
能
か
も
知
れ
な
い
。
目
立
た
な
い
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
「
筆
様
の
画
家
」
を
潜
ま
せ
て
、
唐
絵
を

よ
く
知
る
観
者
の
連
想
を
誘
う
こ
と
は
、
相
府
の
唐
絵
を
知
り
尽
く
し
た
同
朋
に
し
か
で
き
な
い
営
為
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
分

析
の
上
で
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
に
見
ら
れ
る
相
阿
弥
の
様
式
が
如
何
に
形
成
さ
れ
た
か
、
そ
れ
が
何
を
基
礎
と
し
た
も
の
な
の
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
の
仮
説
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　
前
章
の
観
察
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、「
夏
珪
」
の
モ
チ
ー
フ
が
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
全
体
に
通
じ
る
相
阿
弥
の
様
式
に
よ
っ
て

描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
原
典
の
モ
チ
ー
フ
イ
メ
ー
ジ
は
保
持
し
な
が
ら
も
、
筆
墨
法
は
相
阿
弥
の
も
の
へ
と
変
換
さ
れ
、

ま
た
特
定
の
場
面
を
引
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
再
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
様
相
は
、「
夏
珪
様
」
な
ど
特
定
の
画
家
の
筆
様
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
複
数
の
「
筆
様
」
が
混
在
す
る
こ
と
と
も
異
な
る
。
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
で
は
、
そ
れ
ら
が
相
阿
弥
の
様
式
の

な
か
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
「
筆
様
制
作
」
か
ら
一
段
階
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
相
阿
弥
独
自
の
筆

墨
法
や
様
式
を
見
た
い
の
だ
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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（
一
）
筆
様
よ
り
統
合
へ

　
相
阿
弥
の
画
風
変
遷
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
う
紙
面
の
余
裕
は
な
い
の
で
、
本
節
で
は
、
楷
体
の
作
例
で
あ
る
相
阿
弥
筆

《
観
瀑
図
》（
出
光
美
術
館
蔵
）（
以
下
、
出
光
本
）（
図
25
）
の
う
ち
、
滝
の
付
近
の
描
写
（
図
26
─1
）
を
、
大
仙
院
本
（
図
26
─

2
）
や
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
（
図
26
─3
）
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
阿
弥
の
画
風
の
形
成
過
程
を
見
た
い
。
滝
は
能
阿
弥
以
来
、
阿

弥
派
が
得
意
と
し
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
芸
阿
弥
の
《
観
瀑
図
》（
根
津
美
術
館
蔵
）
に
も
夏
珪
様
の
典
型
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
相
阿
弥
も
ま
ず
は
、
芸
阿
弥
の
滝
を
受
け
継
い
で
、
楷
体
の
観
瀑
図
か
ら
発
し
た
と
考
え
ら
れ
、
滝
付
近
の
描
写
は
様
式
の

変
化
を
見
る
の
に
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
滝
の
左
右
に
あ
る
懸
崖
の
皴
、
滝
の
あ
る
山
の
山
容
、
樹
木
に
つ
い
て
変
化
を
見
て
ゆ
け
ば
、
懸
崖
の
峻
法
は
、
出

光
本
で
は
縦
方
向
の
皴
を
横
に
広
げ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
墨
の
面
と
な
っ
て
い
る
。
大
仙
院
本
で
は
、
抜
麻
皴
の
よ
う
な
縦
方
向

の
細
い
線
が
見
え
る
が
、
ほ
と
ん
ど
柔
ら
か
な
墨
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
描
か
れ
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
で
は
、
さ
ら
に
薄
く
短
い
線
と
な

り
、
柔
軟
さ
が
増
す
。
山
容
の
描
法
は
、
出
光
本
の
堅
固
な
線
か
ら
、
大
仙
院
本
で
は
、
柔
ら
か
な
線
に
よ
る
単
純
化
し
た
形
態

へ
と
変
化
し
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
で
は
単
純
化
が
さ
ら
に
進
む
。
滝
の
上
の
樹
木
は
、
出
光
本
で
は
、
多
数
の
葉
を
横
線
で
描
い
て
お
り
、

大
仙
院
本
で
は
無
根
樹
風
と
な
る
が
、
葉
は
横
向
き
の
擦
筆
に
よ
る
も
の
と
、
米
点
の
二
種
類
と
な
っ
て
お
り
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
で
は

米
点
の
葉
を
持
つ
無
根
樹
一
種
類
の
み
で
あ
る
。

　
興
味
深
い
の
は
、
出
光
本
か
ら
大
仙
院
本
へ
の
山
の
描
法
に
は
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
出
光
本
の
皴
に
は
夏
珪
風
の

斧
劈
皴
は
な
く
、
す
で
に
柔
ら
か
い
面
的
な
描
法
へ
の
傾
向
が
見
え
る
。
山
容
を
楷
体
の
か
っ
ち
り
し
た
線
か
ら
、
曲
線
的
な
も

の
へ
と
変
化
さ
せ
れ
ば
、
大
仙
院
本
へ
の
移
行
へ
辿
る
こ
と
が
可
能
だ
。
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
で
は
、
さ
ら
に
線
が
柔
ら
か
く
な
り
、
皴
の
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図 25

図 26─1図 26─2図 26─3
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筆
跡
は
極
め
て
少
な
い
。
樹
木
に
お
い
て
も
、
大
仙
院
本
で
は
枝
を
横
線
で
描
く
観
瀑
図
の
描
法
を
持
ち
、
米
点
に
よ
る
無
根
樹

の
葉
の
表
情
も
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
以
上
の
観
察
か
ら
、
相
阿
弥
が
自
己
の
様
式
を
成
立
す
る
過
程
に
お
い
て
、
図
様

の
描
き
方
を
徐
々
に
柔
ら
か
い
描
法
へ
と
変
容
す
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
と
同
時
に
、
楷
体
の
夏
珪
様
に

あ
っ
た
も
の
を
よ
り
単
純
化
し
た
自
身
の
画
風
の
な
か
に
収
め
て
ゆ
く
筆
墨
法
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
米
法
山
水

　
そ
し
て
、
多
様
な
画
風
を
ま
と
め
あ
げ
る
手
法
と
し
て
対
象
と
な
っ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
米
法
山
水
と
称
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た

と
考
え
た
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
米
法
山
水
は
、
宋
時
代
に
活
躍
し
た
文
人
画
家
で
、
江
南
山
水
画
を
高
く
評
価
し
た
米
芾
・

米
友
仁
親
子
に
由
来
す
る
。
元
代
に
は
、
華
北
出
身
で
あ
る
が
江
南
で
活
躍
し
た
高
克
恭
が
、
二
米
の
描
法
を
「
米
点
」
や
「
無

根
樹
」
へ
と
整
理
し
、
米
法
山
水
が
隆
盛
す
る
基
礎
を
作
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
そ
の
名
は
禅
僧
た
ち
の
間
で
よ
く
知
ら
れ

て
お
り
、
室
町
時
代
に
詩
画
軸
の
中
で
、
文
献
上
の
初
見
で
あ
る
「
雲
樹
図
」
は
、
一
三
七
〇
年
代
末
の
鎌
倉
で
米
友
仁
に
倣
っ

て
描
か
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る）

46
（

。
米
法
山
水
の
実
作
例
と
し
て
は
、
雪
舟
等
楊
の
「
流
書
手
鑑
」
に
米
元
暉
に
倣
う
と
記
し
た

も
の
が
あ
り
、
中
国
帰
国
後
に
描
い
た
《
倣
高
克
恭
山
水
図
巻
》
は
、
文
人
的
な
要
素
を
も
つ
元
末
・
明
初
の
江
南
山
水
画）

47
（

の
系

譜
を
意
識
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
も
、
米
芾
・
米
友
仁
ま
た
は
高
然
暉
の
名
が
見
え
る
。

　
先
述
し
た
よ
う
に
、《
倣
高
克
恭
山
水
図
巻
》
の
披
麻
峻
を
幾
重
に
も
重
ね
た
よ
う
な
土
坡
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
に
も
通
じ
、
屛
風

全
体
も
雲
山
図
と
呼
ん
で
も
よ
い
雰
囲
気
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
雲
山
図
の
性
格
は
、
ま
っ
た
く
構
図
の
異
な
る
相
阿
弥
の
屛
風

と
さ
れ
る
狩
野
派
模
本
中
の
《
山
水
図
屛
風
》（
東
京
藝
術
大
学
蔵
）、《
山
水
図
》（
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
）、《
山
水
図
》

（
個
人
蔵
）
に
も
見
え
る）

48
（

。
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義
政
が
没
し
室
町
幕
府
の
権
威
が
失
わ
れ
て
ゆ
く
な
か
で
、『
実
隆
公
記
』
に
は
画
を
生
業
と
す
る
相
阿
弥
の
姿
が
散
見
さ
れ

る
。
相
阿
弥
は
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
様
々
な
知
識
や
教
養
お
よ
び
当
世
の
価
値
基
準
を
再
編
成
し
、

画
工
と
は
異
な
る
道
と
し
て
文
人
風
の
描
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
自
身
の
様
式
を
打
ち
立
て
た
。
米
法
山
水
を
使
用
し
た
柔

ら
か
い
技
法
を
援
用
し
た
か
ら
こ
そ
、
様
々
な
画
風
や
価
値
観
に
統
合
性
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
み
た
い
。

お
わ
り
に

　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
《
四
季
山
水
図
屛
風
》
を
通
し
て
、
相
阿
弥
が
「
牧
谿
」「
玉
澗
」「
夏
珪
」
な
ど
を
独
自
の
様
式

の
な
か
に
整
理
・
統
合
し
て
ゆ
く
様
子
を
見
て
き
た
。

　『
屛
風
画
記
』
の
記
述
と
共
通
の
モ
チ
ー
フ
を
も
つ
作
品
群）

49
（

を
比
較
す
る
と
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
本
に
翻
案
さ
れ
た
夏
珪
様
の
骨
子
に
は

芸
阿
弥
の
夏
珪
様
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、「
牧
谿
様
」
に
は
能
阿
弥
が
、「
夏
珪
様
」
に
つ
い
て
は
芸
阿
弥
が
意
識
さ
れ
た
こ
と

は
、
三
阿
弥
の
流
れ
の
な
か
で
の
相
阿
弥
の
立
ち
位
置
を
踏
ま
え
て
も
確
か
な
こ
と
だ
ろ
う
。
能
阿
弥
は
牧
谿
様
を
、
芸
阿
弥
は

夏
珪
様
を
、
卓
抜
し
た
感
覚
と
画
技
の
も
と
に
再
編
成
し
た
が
、
相
阿
弥
は
そ
れ
ら
を
統
合
し
つ
つ
、
柔
ら
か
な
描
法
へ
と
統
一

す
る
こ
と
で
、
新
た
な
様
式
を
作
り
あ
げ
た
。
画
風
の
み
な
ら
ず
、
相
阿
弥
は
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
に
、
能
阿
弥
や
芸
阿
弥

か
ら
受
け
継
い
だ
知
識
も
「
統
合
」
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
制
作
態
度
は
「
筆
様
制
作
」
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
相
阿
弥
様
式
の
基
盤
に
「
米
法
山
水
」「
雲
山
図
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
を
呈
し
た
。
そ

し
て
そ
れ
を
相
阿
弥
が
様
式
化
す
る
に
あ
た
り
、
様
々
な
価
値
基
準
や
好
尚
の
傾
向
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
そ

こ
に
は
足
利
将
軍
の
権
威
の
失
墜
と
と
も
に
始
ま
る
新
た
な
時
代
に
対
応
し
つ
つ
、
文
化
伝
説
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
「
東
山
」
の
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権
威
を
継
承
す
る
同
朋
と
し
て
の
自
負
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
だ
。
相
阿
弥
は
、
い
わ
ば
「
唐
物
」
に
精
通
し
た
「
和
」
の
文
人

で
あ
り
、
画
工
の
み
な
ら
ず
禅
の
画
僧
と
も
異
な
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
張
す
る
の
に
相
応
し
い
も
の
と
し
て
、
禅
僧
た
ち

に
も
よ
く
知
ら
れ
、
か
つ
、「
筆
様
制
作
」
に
な
か
っ
た
文
人
画
で
あ
る
米
法
山
水
を
選
択
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　
今
後
は
、
画
面
の
構
造
だ
け
で
な
く
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
な
ど
に
示
さ
れ
る
相
阿
弥
の
価
値
観
と
の
関
係
性
を
含
め
、
い

く
つ
か
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
含
め
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
相
阿
弥
が
目
指
し
た
も
の
を
よ
り
明
確
に
し
、
三
阿
弥
の
な
か
で
の
位

置
づ
け
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

註
（
1
）　『
蔭
涼
軒
日
録
』
文
明
十
九
年
七
月
八
日
条

　『
永
正
年
間
百
韻
　
山
何
』
永
正
十
五
年
四
月
二
十
日
あ
る
い
は
二
十
三
日
興
行

（
2
）　
家
塚
智
子
「
山
科
家
領
今
西
宮
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
芸
能
史
研
究
』
一
五
八
号
、
二
〇
〇
二
年

（
3
）　
鶴
崎
裕
雄
「
遠
江
国
羽
鳥
荘
と
連
歌
師
宗
長
」
本
多
隆
成
編
『
戦
国
・
織
豊
期
の
権
力
と
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年

（
4
）　
家
塚
智
子
「
相
阿
弥
再
考
│
文
献
資
料
に
基
づ
い
て
│
」『
野
村
美
術
館
研
究
紀
要
』
一
二
号
、
二
〇
〇
三
年

（
5
）　
島
尾
新
「
相
阿
弥
の
研
究
」『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
十
号
、
一
九
九
三
年

（
6
）　
笠
井
昌
昭
「
訳
注
本
朝
画
史
（
一
）」『
人
文
學
』
一
二
八
号
、
一
九
七
五
年

（
7
）　
笹
川
臨
風
「
相
阿
弥
に
対
す
る
考
察
」『
國
寶
』
第
二
巻
第
七
号
、
一
九
三
九
年

（
8
）　
蓮
實
重
康
「
相
阿
弥
」『
漆
と
工
芸
』
三
八
四
号
、
一
九
三
三
年

（
9
）　
松
下
隆
章
「
阿
弥
派
論
」『
室
町
水
墨
画
』
第
一
輯
、
室
町
水
墨
画
刊
行
会
、
一
九
六
〇
年

（
10
）　
金
沢
弘
「
相
阿
弥
　
日
本
の
巨
匠
　
三
」『
日
本
美
術
史
工
芸
』
四
〇
二
号
、
一
九
七
二
年

（
11
）　
源
豊
宗
「
相
阿
弥
の
作
風
」『
美
学
論
究
』
四
号
、
一
九
六
六
年
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（
12
）　
太
田
孝
彦
「
大
仙
院
室
中
の
瀟
湘
八
景
図
襖
絵
│
相
阿
弥
の
史
的
位
置
に
つ
い
て
の
一
考
察
│
」『
美
術
史
』
八
六
号
、
一
九
七
二
年

（
13
）　
落
款
の
法
量
は
、
縦
横
と
も
に
約
二
・
六
㎝
。

（
14
）　
人
物
、
樹
木
、
篷
舟
、
点
苔
に
は
濃
墨
が
目
立
つ
が
、
そ
れ
ら
は
当
初
の
墨
色
を
補
う
後
世
の
入
墨
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
島
尾
氏

に
は
、
最
低
で
も
二
回
の
補
筆
が
確
認
で
き
る
が
、
当
初
の
状
態
か
ら
大
き
く
変
更
す
る
よ
う
な
補
修
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
ご
指
摘
を

い
た
だ
い
た
。

（
15
）　
前
掲
注
10
金
沢
論
文

大
西
廣
「
水
墨
山
水
画
屛
風
に
つ
い
て
の
対
話
│
相
阿
弥
の
四
季
山
水
図
を
観
な
が
ら
│
」『
日
本
屛
風
絵
集
成
』
二
、
講
談
社
、
一
九

七
八
年

（
16
）　
前
掲
注
15
大
西
論
文

（
17
）　
金
沢
弘
「
作
品
解
説
」『
水
墨
美
術
大
系
』
六
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年

衛
藤
駿
「
作
品
解
説
」『
日
本
美
術
絵
画
全
集
』
六
、
集
英
社
、
一
九
七
九
年

源
豊
宗
「
相
阿
弥
の
作
風
」『
美
学
論
究
』
四
号
、
一
九
六
六
年

（
18
）　
前
掲
注
17
金
沢
論
文

（
19
）　
前
掲
注
9
松
下
論
文

（
20
）　
塚
原
晃
「
正
宗
竜
統
「
屛
風
画
記
」
に
お
け
る
芸
阿
弥
筆
四
季
山
水
図
屛
風
に
つ
い
て
」『
美
術
史
研
究
』
二
七
号
、
一
九
八
九
年

（
21
）　
武
田
恒
夫
「
延
徳
期
よ
り
永
正
記
へ
│
山
水
画
面
構
成
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
近
世
障
屛
画
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年

（
22
）　
前
掲
注
11
源
論
文

（
23
）　
前
掲
注
12
太
田
論
文

（
24
）　
小
川
裕
充
「
大
仙
院
方
丈
襖
絵
考
（
上
）
〜
（
下
）」『
国
華
』
一
一
二
〇
〜
一
一
二
二
号
、
一
九
八
九
年

（
25
）　
亀
井
若
菜
「
大
仙
院
方
丈
室
中
山
水
図
襖
絵
に
つ
い
て
」『
美
術
史
』
一
二
九
号
、
一
九
九
一
年

（
26
）　
注
25
亀
井
論
文

（
27
）　
図
様
の
形
態
で
は
、
数
パ
タ
ー
ン
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
（
図
13
─5
〜
図
13
─7
参
照
）、
分
類
上
に
問
題
な
い
た
め
米
点
樹
と

し
て
ま
と
め
た
。
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（
28
）　
⑥
の
樹
は
図
様
上
に
点
在
す
る
た
め
、
代
表
的
な
図
様
を
取
り
上
げ
た
。

（
29
）　
上
下
の
余
白
に
は
、《
四
季
草
花
小
禽
図
屛
風
》（
文
化
庁
蔵
）
の
画
面
上
部
の
金
雲
や
料
紙
装
飾
も
視
野
に
い
れ
て
い
き
た
い
。

（
30
）　
前
掲
注
15
大
西
論
文

（
31
）　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
タ
ン
リ
ー
ベ
イ
カ
ー
「
室
町
時
代
の
座
敷
飾
り
と
文
化
的
主
導
権
」『
日
本
美
術
全
集
』
十
一
、
講
談
社
、
一
九
九

三
年

（
32
）　
島
尾
新
「
15
世
紀
に
お
け
る
中
国
絵
画
趣
味
」『M

useum

』
四
六
三
号
、
一
九
八
九
年

（
33
）　
前
掲
注
32
島
尾
論
文

相
澤
正
彦
「
室
町
将
軍
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
る
伝
承
像
と
し
て
の
再
生
産
」
小
澤
正
人
編
『
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
文
化
移
転
』

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
グ
ロ
ー
カ
ル
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
一
年

（
34
）　
前
掲
注
32
島
尾
論
文

前
掲
注
33
相
澤
論
文

（
35
）　
谷
信
一
「
日
支
絵
画
の
媒
介
と
し
て
の
筆
様
」『
室
町
時
代
美
術
論
』
東
京
堂
、
一
九
四
二
年

武
田
恒
夫
「
障
壁
画
に
お
け
る
画
体
」『
美
学
』
六
七
号
、
一
九
六
九
年

太
田
孝
彦
「
香
雪
美
術
館
蔵
「
瀟
湘
八
景
図
屛
風
」
に
つ
い
て
│
筆
様
に
よ
る
制
作
に
関
す
る
一
考
察
│
」『
藝
術
論
究
』
第
八
編
、
一

九
八
一
年

前
掲
注
32
島
尾
論
文

（
36
）　
前
掲
注
33
相
澤
論
文

（
37
）　
畑
靖
紀
「
室
町
時
代
の
南
宋
院
体
画
に
対
す
る
認
識
を
め
ぐ
っ
て
│
足
利
将
軍
家
の
夏
珪
と
梁
楷
の
画
巻
を
中
心
に
」『
美
術
史
』
一

五
六
号
、
二
〇
〇
四
年

（
38
）　
山
下
裕
二
「
夏
珪
と
室
町
水
墨
画
」『
室
町
絵
画
の
残
像
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
〇
年

（
39
）　
海
老
根
聡
郎
「
寧
波
の
文
人
と
日
本
人
」『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』
一
一
号
、
一
九
七
六
年

湊
信
幸
「
明
時
代
の
寧
波
画
」『
東
洋
美
術
史
に
お
け
る
西
と
東
│
対
立
と
交
流
』
国
際
交
流
美
術
史
研
究
会
、
一
九
九
一
年

（
40
）　
前
掲
注
38
山
下
論
文
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（
41
）　
相
阿
弥
筆
《
観
瀑
図
》（
出
光
美
術
館
蔵
）、
相
阿
弥
筆
《
観
瀑
図
》（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
）

（
42
）　
前
掲
注
20
塚
原
論
文

塚
原
氏
は
、「
屛
風
画
記
」
の
記
述
と
メ
ト
ロ
本
の
共
通
点
と
し
て
夏
景
の
瀑
布
や
秋
景
の
山
中
の
楼
門
冬
景
の
鯨
を
彷
彿
と
さ
せ
る
長

洲
の
描
写
を
挙
げ
る
。

前
掲
注
38
山
下
論
文

（
43
）　
畑
靖
紀
「
失
わ
れ
た
瀟
湘
八
景
図
を
め
ぐ
っ
て
」『M

useum

』
五
六
九
号
、
二
〇
〇
〇
年

（
44
）　
前
掲
注
43
畑
論
文

庄
司
淳
一
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
雪
景
山
水
図
」
を
め
ぐ
っ
て
」『
国
華
』
一
〇
三
五
号
、
一
九
八
〇
年

R
ichard Stanley B

aker
（1982

）“ N
ew

 Initiatives in L
ate 15th C

entury Japanese Ink Paintings.”  International Sym
posium

 on the 

C
onservation and R

estoration of C
ultural P

roperty:Interregional Influences in E
ast A

sian A
rt H

istory.T
okyo N

ational R
e -

search Institute of C
ultural Properties

R
ichard B

arnhart

（1991

）“ S
tream

s and H
ills under Fresh Snow

,A
ttributed to K

ao K
o-m

ing.”  A
.M

uck and W
.Fong ed.,W

ords 

and Im
ages,T

he M
etropolitan M

useum
 of A

rt

R
ichard B

arnhart

（1992

）“ Shining R
ivers:E

ight V
iew

s of the H
siao and H

siang in Sung Painting.”

『
中
華
民
國
建
國
八
十
年
中

國
文
物
討
論
会
論
文
集
　
書
畫
（
上
）』
故
宮
博
物
院
（
台
北
）

（
45
）　
畑
氏
は
、《
晩
景
図
》
の
図
様
・
構
成
を
ひ
く
日
本
の
作
例
と
し
て
、
伝
明
兆
筆
《
青
山
白
雲
図
》（
サ
ン
リ
ツ
美
術
館
蔵
）
や
伝
岳
翁

筆
《
山
水
図
》（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
を
あ
げ
る
。（
前
掲
注
43
畑
論
文
参
照
）

（
46
）　
島
尾
新
「
初
期
詩
画
軸
の
様
相
│
「
空
華
集
」
に
見
え
る
「
雲
樹
図
」
詩
画
軸
を
中
心
と
し
て
」『
美
術
史
』
一
一
四
号
、
一
九
八
三

年

（
47
）　
島
尾
新
「
作
品
解
説
」『
明
代
絵
画
と
雪
舟
』
根
津
美
術
館
、
二
〇
〇
五
年

相
阿
弥
の
柔
軟
な
画
法
に
は
、
構
図
含
め
て
李
朝
前
期
の
雲
山
図
と
の
関
連
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
48
）　
島
尾
氏
は
《
山
水
図
屛
風
》（
東
京
藝
術
大
学
蔵
）
の
一
部
図
様
が
、《
山
水
図
》（
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
）
や
《
山
水
図
》（
個

人
蔵
）
と
近
似
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
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島
尾
新
『
日
本
の
美
術
　
水
墨
画
│
能
阿
弥
か
ら
狩
野
派
へ
』
三
三
八
号
、
至
文
堂
、
一
九
九
四
年

（
49
）　
作
品
例
と
し
て
、《
四
季
山
水
図
屛
風
》（
白
鶴
美
術
館
蔵
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

河
田
昌
之
「
白
鶴
美
術
館
「
四
季
山
水
屛
風
」
六
曲
一
双
に
つ
い
て
│
小
栗
派
と
の
関
連
を
中
心
に
│
」『
古
美
術
』
六
六
号
、
一
九
八

三
年

付
記

　
本
稿
は
、
学
習
院
大
学
に
提
出
し
た
修
士
論
文
「
相
阿
弥
筆
《
四
季
山
水
図
屏
風
》
に
み
る
中
国
絵
画
受
容
と
再
構
成
」
の
内
容
の
一
部
を
、

加
筆
修
正
し
た
も
の
で
す
。

　
執
筆
に
際
し
、
学
習
院
大
学
の
島
尾
新
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
か
ら
ご
指
導
と
貴
重
な
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
作
品
調
査
に

つ
い
て
は
、
京
都
国
立
博
物
館
の
山
本
英
男
先
生
（
現
在
は
現
嵯
峨
美
術
短
期
大
学
）、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
ペ
ン
タ

ー
氏
、
モ
ニ
カ
・
ビ
ン
シ
ク
氏
の
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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Soam

i style-focusing on form
al analysis

IM
A

M
U

R
A

, A
yaka

　S
oam

i
（?
〜1525

）, w
ho w

as active in the latter half of the M
urom

achi period, contributed greatly to the form
ation of 

the value system
 of art, like N

oam
i and G

eiam
i. In “ K

anrinkoroshu” , it is called “ K
okko Soa”  and it is assum

ed that he 

had a high level of artistic skill. H
ow

ever, stylistic research based on w
orks is still in progress because there are few

 

certified w
orks.

　T
he m

eaning of this study is that it is im
portant to consider the style of Soam

i not only for Soam
i him

self, but also for 

elucidating the A
m

i school, w
hich is generally know

n for its soft draw
ing m

ethod, and for follow
ing the developm

ent of 

M
urom

achi ink painting. U
ntil now

, Soam
i’ s “ E

ight V
iew

s of X
iaoxiang”

（D
aisenin T

em
ple, D

aitokuji, deposited at the 

K
yoto N

ational M
useum

）and “ L
andscape of the four seasons”

（M
etropolitan M

useum
 of A

rt

）w
ere considered to have 

sim
ilar styles. H

ow
ever, according to the pattern analysis, “ L

andscape of the four seasons”  has less consciousness of 

M
uqi and Y

ujian than the “ E
ight V

iew
s of X

iaoxiang” . It is thought that this is an exam
ple that S

oam
i goes one step 

further than the brush-like production w
hat w

as being done at that tim
e, and it is necessary to pay attention to “ F

our 

seasons L
andscape”  in order to consider the Soam

i style.

　A
s a research m

ethod, a graphic com
parison w

as used. I extracted from
 “ L

andscape of the four seasons”  a space w
ith 

the sam
e scenery as the part w

here “ E
ight V

iew
s of X

iaoxiang”  w
as pointed out to be sim

ilar to M
uqi and Y

ujian in the 

previous research, and com
pared the spatial com

position and how
 to drew

 the m
otif.

　T
he results indicated that as “ E

ight V
iew

s of X
iaoxiang”  becam

e “ L
andscape of the four seasons” , the draw

ing m
ethod 

w
as gradually unified to a softer one. In addition, “ L

andscape of the four seasons”  had a part that cleverly shifted the 
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spatial com

position sim
ilar to M

uqi’ s w
ork into the shape of X

ia G
ui. In addition, it w

as found that not only X
ia G

ui but 

also various painting styles such as T
he M

ifa shanshui style are put together under a soft draw
ing m

ethod.
　F

rom
 the analysis results, S

oam
i associates w

ith the quotations and sim
ilarities of the figures, and it is probable that 

Soam
i’ s aim

 w
as also there. V

arious “ H
itsuyo”  are put in the figures so that it is not noticeable, and invites the association 

of view
ers w

ho are fam
iliar w

ith K
arae. T

his is probably som
ething that only D

oho, w
ho know

s all about K
arae ow

ned by 

the M
urom

achi Shogunate, can do.

（
美
術
史
学
専
攻
　
博
士
後
期
課
程
一
年
）


